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1.は じ め に

青年期とは、まさにこどもで もなく、おとなでもない境界状況であり、生理的にも心理的に

も激動の時期である。こどもからおとなへの発達課題 と思春期 または青年期特有の心性が微妙

な 「こころ模様」を描き、われわれは彼 らとどのような距離をとればよいのか戸惑い、苦労す

る。彼らは、自立 と依存のあいだで揺れているので、おとなのなんでもない言葉や行動にも敏

感に反応 し、事実そのものを無視するのである。選択肢が多様化 してアイデソティティの拡散

が起 こりやすい現代社会にあって、学生たちはおとなとこどもの境界にいきているのである。

最近の学生は 「カルク、スマー トでアカルク、フマ ジメ」ののりが主流である。彼らは洒落

をとばしながらだべ り、酒 も飲む。すべてを適当にこなし、悩んではいないかのように見える。
S

彼 らは悩まないように見えているだけで、話 してみると自分について、生 き方について悩んで

いることがよくわかる。 しかし、なかには悩まない学生 もいる。実はこの 「悩めない」ことこ

そ問題である。アイデソティティ獲得の課題を避けていてはいつまでもおとなになれない。こ

のような 「はざま」に生 きる学生を援助するなん らかの試みが必要になってきた。彼らには成

長を促進 してくれるような集団、例えば村瀬孝雄が報告 しているような 「退行 しながらの自己

成長 グループ」をはじめとす るグループ ・アプローチが有効である。

これに対 して 「クラク、 ダサク、マジメ」な学生もいる。 このような少数派の学生たちは大

学性 らしく、悩むべきことを悩んでいるのだが、本人は、悩む 自分がおかしいのではないかと

不安になり、学生相談室を訪れる。後者のタイプの学生は数からすれば減ってきているが、悩

みは以前に比べると深刻化 し、病態水準の低いケースが増えて きた。精神医学や心理療法など

の現場で注 目されはじめている境界例 も増えつつあるので、治療者の腕 と覚悟が必要であろう。

学生にとって大学は、非現実的、非常識的な時間が流れるある種のユー トピアであり、この

ような学生たちがおとなになるための 「時間 と空間」を保証するところで もある。 自分はなに

ものか、なんのために生きていくのか、なにになるのかとい うような問いのまえには現実は遠

のいて しまう。おとなになる過程では、常識的には相当へんなこともしなければならない。ひ
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とは、異質なものに出会い、それをなんとか統合 しようとするプロセスを経ては じめて これま

での自分が見えて くるのである。異質なものに出会わなかった り、出会っても避けて しまって

は、自己変容の可能性も成長の可能性 もでてこない。少々のアクテヘソグアウ トや トラブルを

起こしても持ちこたえる許容性を大学は備えている。

2.対 人関係の不安と葛藤

大学生は入学までは、決まった枠組みでの生活を送 っている。大学に入った途端にこれらの

枠の大半が外される。われわれは自由になった時に自分の本来の姿が出る。定年を迎えた男性

が、家庭に居ざるを得ないとき、彼らには最大限の自由が与えられているにもかかわらず、今

まで積み残 してきた課題が表れる。それと同様のメカニズムで、大学生は自由になった途端に

自分の未熟さにも気づかされる。幼い頃から持ち越 してきたコソプ レックスや発達課題、価値

観、対人関係のひずみなどを見直 し、壊 し、修正 し、そして自分のものとして再構成するする

「とき」に出会うのである。これらを達成するには、日常の決まった課題や集団と非 日常的で

人間的な集団や時間、空間が必要である。昔の娘宿や若衆宿が持 っていたような機能が必要な

のである。現代のそれは、集団でありながら社会的な枠や社会的な配慮にあまり囚われない、

自由で柔軟な生き方が許される時空間が必要なのである。 このようなプロセスを自分ひとりで

行 う学生 もあれば、仲間とともに旅や クラブ、サークル、バイ トなどで乗 り越える学生は多い。

が、実際にはこれらの課題達成は相当難 しいプロセスであることも事実である。かなりの学生

たちが立ち止まり、迷い、戸惑い、悩んでいる。 自我が弱かった り、勉強ばかりで集団で乗 り

越えなければならない課題をほとんどこなしてこなかった学生は特に大変である。

現代の学生たちに最も特徴的なのは、 「ひとづきあいがへた」であるとい うことである。か

れらが最も恐れるのは、他者を傷つけることであり、自分が傷つ くことである。だから、 自分

を主張せず、他人の生活にも干渉 しない。それは、言い換えれば、親密な人間関係がもてない

ということである。ひとのなかにはいれない、ひととうま く付き合えない、ひととどういう風

に話せぱいいのかわからない。男と女の関係はもちろんであるが、同性の友人関係も、傷つけ、

傷つ くことを恐れて孤立 している学生が多 くなって、キャソパスにはさめた雰囲気が漂 う。そ

うい う彼らがひとと 「親密な関係」を持とうとす る時、悩みが深刻になる。

相談事例内容の分類(表1)で いえば、最近の傾向として、教育相談のなかでも転学と退学、

進路に関するものが増えていることと、心理障害のなかで神経症圏内のもの、心身症、、境界

例が増 えていることを指摘できる。このような状況はどこの大学にも共通 してみ られ る現象で

はあるが、筆者の体験では、本学は先に述べた人間関係に関するものが際立って多いように感

じられる。(本 学の傾向としては、その他に男子学生のスチューデソ ト・アパシーや留年の事

例が少ないこと、女子学生のやせ症や女性性獲得になやむ事例がないことが指摘できる。)

これはすでにいろんな学者によつて指摘 されてきたように、発達的に幼児期、児童期を通 じ

て同性の友達と遊ぶ体験が少なかった ことと関わっている。とくにギャソグ ・エイジの頃にそ

れが阻害されると友人とは根本的には ライバルという意識が優先 して しまい、同性とおなじ意

識を関心を持ち、おな じ遊びや行動をすることで育まれるべきなかま意識が育たない。 自分た

ちは同 じものを共有 しているとい う、発達上たいせつな段階を くぐりぬけていないまま大学ま

できて しまっている。かれらは、必要なら軽いのりで親 しく話せるし、一緒に食事 もし、適当

に盛 り上がって酒 も飲む。 しか し、本当の友人は、欲 しくてもできないのである。

彼らに今必要なことは、時間は前後 して もいいから、 してこなかった体験をすることであ り、
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ほんとうの友人を得ることである。同性 との親密な体験をもたずに異性との体験は成功 しない。

たとえ性的に解放 されているように見えても、主体的に関わる関係をもてるだけの人間的成長

がなければ、たんに遊びの性で しか成 り立たない。

第1表 相談事例内容別集計

領 域 心 理 不 適 応 相 談
'
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応

育
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業
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の

年 進 教 進 他 相 計
度 観 係 題 係 害 題 害 害 路 業 養 路 択 談 談 談 他

昭和31年度 177 355 399 213 119 439 1249 284 2419 1643 272 140 310 136? 3175 4334 450 136? 9326

～
昭和55年 度 (s) (45) (57) (17) (3) (32) (74) (13)(lso) (92) (7) (i2) (22) (41)(249)(259) (34) (41)(583)

8 3 9 4 2 20 51 23 114 20 4 1 23 9 120 138 24 9 291

昭和56年度
(3) (1) (3) (5) (2) (13) (3) (3) (1) (14) (1s) (3) (1} (34)

6 10 5 5 1 22 62 18 194 28 6 3 24 12 129 228 2? 12 296

昭和57年度
(2) (2) (2) fig} (1) (14) (1) (2> (2) (4> (15) (Z7) cs> (ss)

12 5 6 7 9 ss 24 284 26 3 2 1? 8 129 313 19 8 469

昭和58年度
(2) (1) (1) (2) (3) (7) (1) (22) (1) (1) (3} (17) (23) (4) (44)

7 6 5 6 2 11 7s 17 257 18 4 17 10 132 275 21 10 438

昭和59年度
(2) (1) (3) (3) (3) t10) (30) (1) (2) (5) (22} (31} (s> (61)

10 5 12 10 4 16 76 18 129 23 3 1 19 9 151 155 20 9 335

昭和60年度
(2) (3) (7) (z) (6) (9) (Z) (1s> (4) (3} (36} (20} (3) (59)

昭和61年度
4 9 10 5 2 ih

-ll 75{21 192 20 1 12 5 142 212 13 5 372

(1) (5) (3) (1) (s) (s> (1) (23) (1) C4) (25) (23) (5) (53)

7 6 4 3 1 29 98 32 1so 14 2 1 14 12 180 176 15 12 383

昭和62年度
(2) (3) (3) (10) (lo> (2) (31} (4) (s> (1) (30) (35) (s) (1) (72>

11 9 z 6 1 35 104 21 131 26 3 4 11 7 194 160 15 7 376

昭和63年度
(5} (3) (1) (1) (10> (ls> (1) (34) (6) (1) (2) (34) (40) (1) (2) (77)

実 7 11 6 3 1 37 100 1? 93 19 11 21 182 112 i1 a1 326

人 55.8 34.4 3.4 6.4 100.0

平成元 員 (1) (5) (2) (11) (13) (1) (21) (1) (1} (5) (33) (ZZ) (1> (5) (61)

年 度 延 11 12? 49 4 44 410 1654 287 117 35 ao 32 2586 152 20 32 2790

人 92.7 5.4 0.7 1.1 ...

員 (3) (96) (22) (lz3)(319) (sa> (zs) (2) (1) (g}(625} (as) (1) (9) (663)

249 419 403 262 133 634 1959 475 3973 1837 293 157 458 1460 4534 6103 615 1460 12712

計 35.7 48.0 4.8 11.5 100.0

(23) (ss) (79) (35) (3) (ss>(157) {24) (364)(113) (g} (1s) (53) (50} (45?) (486) (?1} (50)(io8a)

〈備考>1.表 中の ゴチは 当該年度総計 に対す る百分比 。
2。()内 は女子内数

3.昭 和47年 度 まで の分類基準 は現行の もの とやや異な る

(京都大学学性懇話室 『京都 大学学性懇話室 紀要』第20号1990年P80に よる。)
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3.キ ャンパ ス ・チ ェンジの試み

多 くの大学で、学生たちの発達課題達成を援助するための試みが色々な形で行われている。

例えば、学生を対象にしたエソカウソター ・グループなどではかな りの効果をあげている。参

加 した学生たちにとって、なんといっても非 日常的な場所で、安心できる環境とファシリテー

ターの受容と共感 とコミュニケーショソの良さの中で、他者との交わ りが持てる意味が大きい。

エソカウソター ・グループの持つ許容的な雰囲気のなかで子供がえりができ、ともに遊ぶ こと

ができる。 グループ体験を通 して、今まで意識 しなかった り、 日常性に埋没 していて気づかな

かった、影の自分、見るのが辛い自分、忘れていた自分、こどもっぽい自分など、真実の自分

に出会い、他者と出会い、自分が変わ りうる可能性を信 じることができるようになる。無意識

であれ、意識的であれ、幼少期に負った深い心の傷をずっともちこしてきた者にとって、この

ような退行的で治療的な時空間は、癒えてい くために必要な 「癒 しの場」なのである。

悩みつつもクライエソトになることを躊躇する学生は、進んでクライエソ トになる学生より

も多い。彼 らはもともと人間関係が下手であ り、クラブ活動も少な く、自分自身について悩ん

でいるか ら、共感的、治療的雰囲気を求めるところがある。 しか し、他方自分のことを相談す

ることは他者に依存することであり、依存 して しまうと自立 していない自分を自覚 しなければ

ならないように思えて不安になる。また、あまり自己関与 しすぎると、 自分がカウソセラー

(カウソセラーは学生相談の場合教官であることがほとんどであり、教官は親イメージ、大人

イメージと重なり易い)に 取 り込まれ、支配され、操作されて しまうのではないかという危惧

を抱 くのである。ある学生は、グループの後で、相談の予約を取 り、やってはきたが、カウソ

セリソグ ・ルームに入り、椅子に掛けようとしたとたんに 「わた しはクライエソトではありま

せん。あちらの部屋で(待 合室)相 談を聴いていただきたいのです。」といった。 これはクライ

エソ ト・イコールおかしな学生、との偏見と抵抗があるためである。また、待合室で休憩だけ

をしている学生 も多い。彼 らは休憩 しながら、これまた休憩に来る仲間やカウソセラーを待っ

ているのである。

ある時、エソカウソター ・グループの後で、そのメソバーであった学生のうちの数人がなに

げないふ りをして学生相談室に集まり、セラピス トを交えて 「ダベリソグ」をしていくように

なった。なにを話 しているとい うわけではないが、ただのおしゃべ りで もなく、 グループの雰

囲気は継続 している。彼らが求めているものは 「ほっとで きて、暖かい、退行できる、癒 しの

場」であり、 「なかまとのつなが りがもてる場」である。せっかくエソカウソター ・グループ

で得 られた仲間であるから、仲間を離れるのは忍びない。かと言って、自分たちだけではグルー

プを維持 してい くのがまだこころもとないのである。学生相談室という大学内でありながら、

現実の大学生活 とは異なった非現実の空間に守 られて、なんとなくくつろいだ雰囲気で相談 し

ながら、会話を楽 しみ、未熟な自分の考えを練 り上げたり、仲間の話 しから知識や情報、人生

の知恵等を吸収 した り、時には非現実の世界にともに遊んだりしている。エソカウソター ・グ

ループでもグループ ・カウソセリソグでもない、サークルでも友達の会でもない、普通の会話

でもなく、治療的な会話でもない、そんな話を楽 しむグループである。 このグループの体験は

筆者にとっても新鮮であった。そして、 クライエソトにもなれず、ひとりでもいられない 「は

ざま」にいる学生たちが大学で もないし大学でもあり、カウソセ リソグでもな くカウソセ リソ

グであるような、まさにはざまのグループを自発的に持ったのである。 この時空間は、子供か

ら大人になる学生に必要であることを感 じ、その意義を知 ったので、筆者はこのグループを学

生のための新 しい試みとして続けることにした。
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続けるに当た り、時間と場所と若干のグループの決まりを設定することにした。ある種のグ

ループ規約や場面構成はかえって グループの自由度を増すか らである。

ある曜日の4時 ～5時 をグループの日として設定 した。むろん、来るか来ないかはメソバー

の自由である。毎回5～6名 が来たり、来なかったりする。

彼 らはグループメソバーの行動や発言を繰 り返 し確認する。自分との比較でとらえ、批判 し

たり、賛同したりする。男子学生と女子学生の自己確立のプロセスは相当異なった様相を呈す

るので、 ごく特徴的な傾向に限って述べる。男子学生の場合、勉強や受験、塾を中心にした下

校後の生活、しかも、決められた学校生活を余 り枠を外 さずに送って、大学に進学 した学生た

ちは トム ・ソーヤや映画 「STANDBYME」 に出て くる子供たちのような、冒険と大人への

抵抗を示す ような行動を経験 してきていない。遊び惚けて、遊びに全てを委ねるような子供時

代を持っていない。第2次 反抗期 と言っても、親に甘えからながらの反抗で、自分を賭けるこ

とには臆病である。あるものはオ リズム(ど のような競争場面からも潔 く降りて しまう)だ け。

そのような彼 らにとって卒業を迎 える時のある時期がこれらを精算 し大人になる最後のチャソ

スとなる。客観的、冷静な判断からすると、幼稚このうえない行動かもしれない。 しかし、幼

児的行動を真剣に、心から決意してやり抜 くことは、大なる危険であるとともに、それは一種

の儀式めいた行動一 イニシェーショソなのである。一歩間違えば、危険な目に会った り、大学

生の取 るべき行為ではないと、社会的制裁を受けるかもしれない。心理療法のプロセスがその

ようなイニシェーショソプロセスをたどることはすでに指摘 されているが、エソカウソター ・

グループもその可能性をもっている。 このような行動を女子学生は取 らないことから、これは

男子学生の儀式、男性の成人式的行動 と言える。

女子学生は、進学、就職そのものが女性性と絡 まって くる。女性は、結婚 と仕事の両立に苦

労 し、育児や彼の転勤によって自分の進路、興味、仕事を中断 した り、一時延期をしなければ

ならないことが多い。男性より結婚適齢期の幅が狭い し、高学歴の女性と結婚 したいと思 う男

性の層 も薄い。

このような話題をめ ぐって異性 と話せることは性アイデソティティの確立を促す。自分の男

らしさ、女 らしさが支持されれば自信を持ち、メソバーとの比較や異性からの指摘で、気づか

なかった自分を知 ることもで きる。セラピス トに女の生き方、女性 としての情感の育て方、専

攻す る学問と結婚の両立を質問す ることもよくあることである。筆者はセラピス ト根性が抜け

ないからか、エソカウソター ・グループとして、グループを深めたい気持ちになる。 しか し、

ファシ リテーターの思惑で深めない良さがこのようなグループには必要である。深まらない良

さ、気楽 さの良さの方を大切にしたいとの、これまたセラピス ト的勘が働 く。このようなグルー

プは、勝手に しているようでなんとなく深いつながりや コミュニケーショソが成 り立っている。

ここで見 られる雰囲気は親密な家族や友人など気のおけない間柄ではごくあた りまx..に見 られ

ることである。許 しあえる親密な人間関係は、こうした一見とりとめのないような、退行的な

雰囲気のなかから生まれるようである。お互いの心理的に適切な距離感を知 ることが集団適応

である。 さまざまな人間と楽に関わることができることは、 自分に自信をもつことに繋がる。

適切な距離を取 ることは、親離れの時期にある学生時代の彼 らに必要なことである。学生時代

の時期であるだけに、彼 らは距離の取 り方に苦労する。大人 としての友人関係は子供時代の友

達の距離 とは異なる。親や家族との距離 も変わって くる。疑似家族的なこのグループは学生達

に人間関係に必要な心理的距離を計 り、大人集団の適応を学ぶ絶好の機会を提供 している。セッ

シ ョソによっては、論文の紹介や文献の提供、視点のちが うアイデァの交換、近況を伝えるミ

ニコミ紙の作成、コミックやゲームの情報、夕食会、ワープロの指導などさまざまなことをし
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てきた。 マ

このグループでの活動はある意味で 「あそび」でもある。学生たちにとっては生活と遊びの

区別がないところがある。こういう半分遊びで半分仕事の場 こそ大切なのではないかと思 う。

子供にとって遊びの場が学習の場であるように、学生にとってもこのような場は遊びながらの

人間関係や人生の学びの場なのである。

学生相談は、本人の自発的な来談 と受診が原則である。なにか問題があったとしても、本人

が助けを求める行動をするか、周囲のものが動かなければ、相談が始まらない。特に親切な大

学では、担任が高等学校の担任のような役割を取る場合 もあるが、たいてい学生の自主性に任

せている。だから、下宿にこもりっぱな しのままに何年 もす ぎて卒業できない事態になっては

じめて親が相談にくることも大学の相談室では珍 しいことではない。学生の自主性に任せる、

実質的に放任す ることは、大人社会の一員であることを経験す るためには、それはそれで意味

のあることである。 しかし、あまりにも自我が弱 く、社会性の未熟な学生に、退行や病気がそ

うとう重 くなってから会 う場合、もう少 し早 くカウソセリソグに来て くれていれば、と悔やま

れることもある。学生はもともと他者依存的傾向が強い。だから、時期尚早にこちらが動 くと

き依存傾向を助長 し、殻を破 って自立するチャソスを奪 う危険性 もあるので難 しいのだが、ひ

とづきあいのへたな学生がこれだけ多 くなってきた現状を考えると、学生たちに、最初の一歩

を踏み出しやす くす る援助 が必要であろう。

このグループは集中的エソカウソター ・グループの間をつなぐ機能を持っている。あたかも、

内観療法で集中内観の間に分散内観があるようである。また、エソカウソター ・グループに参

加 した学生たちの間に同窓会のような関係が続 くことがある。 この ような グループを卒業 し

(中退 し)エ ソカウソター ・グループの体験のあとで学生相談の面接を希望 し、カウソセリソ

グに移行す るケースもある。

本学においてもサークル活動のひとつどしてエソカウソター ・グループのメソバーを募集 し、

毎週0回 ずつ2時 間のグループをは じめたことがあった。 しかし、一部の熱心な学生の努力も

むなしく、続かなかった。 この体験から、宿泊によるエソカウソター ・グループがウォーミソ

グアップになって毎週のグループに移行 してこそ、意味があることが分かった。内観療法の例

を引 くと、集中内観をしないで分散内観ばか りでは効果が少ないことがある。やは り、一度集

中的なグループで同じ釜の飯を食 う意味が大 きいのであろう。

村山正治(1978)「 エソカウソター ・グループ」(福 山出版)の なかに、アメリカのシカゴ

の 「チェソジ」というグループアプローチが紹介されていることを知 った。 「チェソジ」は、

村山が書いているように、 「たまり場」である。九州大学、東京大学などで 「たまり場」きた

は 「サゴソ」の試みが行なわれている。 ここでは、学生たちが自己啓発的に集いをもっている

ようである。筆者の試みもある意味で 「チェソジ」と同様のものである。違いを敢えて述べる

と、 このグループの最初の集団凝集性がエソカウソター ・グループによってもたらさりている

こととセラピス トが関わることであろう。セラピス トとして注意することは、セラピーやグルー

プ ・カウソセリソグを意図しないことである。深まりは、自然にもたらされてこそこのような

グループでは意味があり、 グループが継続 し発展すると考えている。まだは じめてまもないの

で多 くは語れないが、今後の動 きや学生の変容について見守っていきたい。
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要 約

学生相談において最近の顕著な傾向は、対人関係に関す る内容が多いことである。 このよう

な問題に対処するのに有効な方法として各大学ではエソカウソターメグループがとり入れられ

ている。本研究では、エソカウソター ・グループの実施後に、継続的な治療グループへと移行

する試みを体験 し、それなりの意義と効果を得た。これを、 「キャソパス ・チェソジズ」と名

づけ、その方法を提唱 した。




